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非静力学気象化 学モ デル （N且M −Chem ）の 開発

○梶野瑞王 ，出牛真，眞木貴史 ， 青柳曉典 ， 橋本明弘 ， 三 上正 男 （気象研 ）

　気象研 究所 で は，ナ ノ 粒 子 の 発 生 （lnm ）か ら降

水形成 （lmm ）に至 る ま で の
一

連の粒子素過程を陽

に 解 く ，次 世 代 型 非 静 力 学気 象 化 学 モ デ ル

NHM −CheInの 開発を進 め て い る。ナ ノ粒 子 の 非平衡

素過程を導入する こ とで 分子 モ デル か らの 連結階層

を可能 と し，微量気体 ・
エ ア ロ ゾル の 気象場 へ の フ

ィ
ー

ドバ ッ ク を厳密 に定式化す る こ とで
，

エ ア ロ ゾ

ル ー雲一放射相互 作用を通 した ， 直接効果 ， 間接効

果，準直接効果 の 高確化を 目指す 。 また対 流圏 の 光

化学反応 を組 み込み ， 光化 学 オ キ シ ダ ン ト， 黄砂，

微小粒子 （PM25 ），降雨 ・降雪 ・霧の化学組成を予

測で き る こ とか ら ， 健康や植物 へ の 影響評価にも活

用出来る 。 領域気候変化 と越愛大気汚染 の 同時改善

策を追求 ・評価す る ツ
ー

ル として ，また，短期予報

の 多情報化 を 目的 として な ど，研究者個 々 人 の 目的

に合わせ て 使用また は 改良 ・開発 を可能 とするべ く

広 くコ ミ ュ ニ テ ィ に 公 開し て行 く。本大会で は，現

状 の 開発状況 とパ フ ォ
ー

マ ン ス に つ い て 発 表する。

NHM −Chem モ デル 概要

　エ ア ロ ゾ ル 種 は カテ ゴ リ法 （Kaj　ino　and 　Kondo ，

201D に基 づ い て 分類する，カ テ ゴ リ法を用 い る こ

とでエ ア ロ ゾル 混合状態 を考慮す る こ とが 出来る た

め，光学特性 ，CCN 活 性，　 IN 活性な どを よ り現実

的に考慮する こ とが出来る。エ ア ロ ゾル 動力学は，3
モ
ー

メ ン トバ ル ク法 （Kajino，2011a）を拡張し た ，

モ
ー

ダ ル ・ビ ン ハ イ ブ リ ッ ドモ デ ル 〔MBHM ；Kajino，

2011b ）を用 い て お り，lnm か らの 凝集 ・凝縮過 程を

競合的 に扱 うこ とが出来 る 。 考慮 され る
一

次エ ア ロ

ゾル 種は，燃 焼性粒 子，低揮発性 有機粒子 ，土壌粒

子 ， 海塩粒 子 で あ る ．また 二 次粒子 と し て ，H2SO ，

ガ ス か らの新粒子生成を考慮 し て い る ，粒子 （エ ア

ロ ゾル ・雲）の化学組成は ，SO42
’
，
　NO3

’
，
　NH4

＋

，
　Cl

’
な

どの 無機成分，お よ び ブラ ッ ク カ ーボ ン （BC ），バ

ル ク有機エ ア ロ ゾル （BOA ），ダ ス ト由来重量 （DU ），

海塩 由来重量 （ただ し C1
．
以外 ； SS），水 （H20 ）で

あ る．粒子素過程は，力学的発 生 ，新粒 r一生成 凝

縮／蒸発 （粒子 表面 で の 平衡蒸気圧 は，無機物質に

つ い て は多成分系平衡，有機物質に つ い て は吸着平

衡），凝集過程，CCN 活性，　 IN 活性 （接触，凍結），

雲物理 過程 （完全 2 モ
ーメ ン トバ ル ク法），重力沈降，

乾性沈着な どを考慮 し て い る 。 上部 ・側面境界条件

は ， 全 球 成 層 圏
一

対 流 圏 化 学 気 候 モ デ ル

（MRI −CCM2 ；Deushi　and 　Shibata，2011）の 結果を 1

時 間値で 与 えて お り，全球か ら領域 へ の オ フ ライ ン

1−way ネ ス ト計算を実現 し て い る。

　2011年 8 月現在 の フ レ ーム ワ
ーク で は，エ ァ ロ ゾ

ル か ら雲 大気放射 へ の フ ィ
ー

ドバ ッ クを考慮せず

化学物　は パ ッ シ ブ トレーサー
としてお っ て い る，

計算結果

　 モ デル 領域は東ア ジ ア を含む水平格子 間隔 60km

（100 × 70）で ，鉛直方向は 100hPa ま で 50層に 分割

し た ，計算期 間は 2006 年 の 1 年 間で あ る．図に

EANET サイ トで ある利尻島にお ける PM1 。 と PM2．5
の 重量濃度 の 観測値 （点） とモ デル 値 （線） の 日 間

値 （通 年）を示す ，モ デ ル 結果に よ る と，PMiOは黄

砂 の 飛来 が見 られ た 5 月を除い て は海塩粒子 が主体

で あ っ た 。

一
方 PMzs は新粒 子 や 微小粒子 に 凝縮す

る無機 ・有機 成分が主体 で あ っ た （図 省略）。

ソー
ス コ

ー
ドの 公 開

　な るべ く早 い 時期 に公 開 し， 共 同開発体制の 構築

と情報の 共有化 を図 りた い 。
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図．NHM ・Chem モ デル と観測 の 比較 （詳細は文 中）
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